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FDの流れFDの流れ

「 を使 た授業(実践英語 )の風景• 「SpeaK!」を使った授業(実践英語IA)の風景

• 授業における「SpeaK!」の位置づけ(実践参考例)

• 「SpeaK!」の操作方法講習と操作体験
• 音読訓練と英語の4技能音読訓練と英語の4技能

• 音読ソフトを巡る大きなポイント
さまざまな問題点と課題• さまざまな問題点と課題

• 質疑応答・意見交換 (来年度からの英語教育改革
に向けて)



「SpeaK!」を使った授業 (実践英語IA)の風景「SpeaK!」を使った授業 (実践英語IA) の風景

↑ click for movies →



授業における「SpeaK!」の位置づけ (実践参考例)授業における「SpeaK!」の位置づけ (実践参考例)

• TAを必ず配置：授業時間帯支援および時間外補助TAを必ず配置：授業時間帯支援および時間外補助
• 出欠管理はWebOCM (学生への連絡含む)
• 独自教材は①紙ベースの教科書を使った対面式授業、②動画ファ
イル配信 ③解答確認用のhtmlファイル配信イル配信、③解答確認用のhtmlファイル配信

• Web素材、オンライン辞書等の活用を奨励
• 学生PC画面モニタリングとGuardian Controllerのメッセージ機能によ
る授業 ネジメ ト との連携る授業マネジメント (TAとの連携)

• 「SpeaK!」およびTTSを中心にした①音声現象の確認、②音読訓練、
③自作英文のプレゼン訓練③自作英文のプレゼン訓練

• 提出期限設定の提出物(主に文書ファイルは) WebSendReport等の
システム (TAによる集計等の支援)

• 音声ファイル等の授業時間帯内提出ファイルはGuardian Controller• 音声ファイル等の授業時間帯内提出ファイルはGuardian Controller
による一斉回収 OR  ¥kyozai¥pubへの提出

• 定期試験： 問題・解答は紙ベース、音声素材はファイル配信
成績評価 定期試験素点 提出物等の評価点• 成績評価：定期試験素点、提出物等の評価点
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VOA Special English
http //wwwvoanews com/specialenglish/about special english cfmhttp://www.voanews.com/specialenglish/about_special_english.cfm



eigozai
http //www eigozai com/http://www.eigozai.com/



紙ベースの教科書(Meeting America)を用いた音声現象の解説紙ベ スの教科書(Meeting America) を用いた音声現象の解説



YAHOOによるTTSサービス
http://stepup.yahoo.co.jp/english/



学生と教員の対面による内容・意味の確認学生と教員の対面による内容・意味の確認

内容理解のない音読訓練はほとんど無意味



音読用スクリプト(教科書から)の例音読用スクリプト(教科書から)の例

The sport of basketball is not only an American invention‐‐it’s 
also an American obsession. In the early spring of each year, 
when collegiate championships are held, spectator interest 
grows so intense that it has come to be known as "March g
Madness"; and that term applies to the women's 
championships as well as the men's.  Then, soon after the 
college championships end, the National Basketballcollege championships end, the National Basketball 
Association's professional tournament begins‐‐a fierce 
competition among the world's best players.  But perhaps 
the greatest indicator of the growth of interest in basketballthe greatest indicator of the growth of interest in basketball 
is its prominence at the Olympic games‐‐reflecting the 
game's universal appeal.  
(104 words; 549 letters)



音読用スクリプト(教科書から)の例音読用スクリプト(教科書から)の例

The sport of basketball is not only an American invention‐‐it’s 
also an American obsession. In the early spring of each year, 
when collegiate championships are held, spectator interest 
grows so intense that it has come to be known as "March g
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competition among the world's best players.  But perhaps 
the greatest indicator of the growth of interest in basketballthe greatest indicator of the growth of interest in basketball 
is its prominence at the Olympic games‐‐reflecting the 
game's universal appeal.  
(104 words; 549 letters)
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音読用スクリプト(教科書から)の例音読用スクリプト(教科書から)の例
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「SpeaK!」の操作方法講習と操作体験「SpeaK!」の操作方法講習と操作体験

実際に「SpeaK!」を起動して各種の機能を体験して頂きます。

その前に：ハードウェア的な諸問題その前に：ハ ドウェア的な諸問題

①ヘッドセットおよびマイクロフォン

②PCの内蔵メモリ②PCの内蔵メモリ

③提出された音声ファイルの回収(後述)



音読訓練と英語の４技能
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音読訓練と英語の４技能音読訓練と英語の４技能

音読訓練は英語の授業、特にCALL授業の中心位置を占める音読訓練は英語の授業、特にCALL授業の中心位置を占める
べきか？

新教材の導入 テキストの内容理解 音読

新教材の導入 テキストの内容理解 音読 スピーキング活動

(土屋澄男 (2004) 『英語コミ ニケ ションの基礎を作る音読指導』 8)(土屋澄男 (2004) 『英語コミュニケーションの基礎を作る音読指導』 p.8)



音読訓練と英語の４技能音読訓練と英語の４技能

• 音読訓練は英語の授業、特にCALL授業の中心位置を占めるべきか？
東北大生に相応しい音読訓練とは？• 東北大生に相応しい音読訓練とは？

• passive vocabularyからactive vocabularyへの転換
• word stress位置の重要さ認識とkey wordリスニングと発信

音声現象の理解と確認 プレゼンテーション

新教材の導入 テキストの内容理解 音読 スピーキング活動

自己収集の素材
発音の確認 練習に

ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞの深化

発音の確認・練習に
伴う語彙の活性化 ライティング

リスニングの向上リスニングの向上



音読訓練と英語の４技能音読訓練と英語の４技能

• 音読訓練は英語の授業、特にCALL授業の中心位置を占
めるべきかめるべきか？

• 東北大生に相応しい音読訓練とは？
• passive vocabularyからactive vocabularyへの転換• passive vocabularyからactive vocabularyへの転換
• word stress位置の重要さ認識とkey wordリスニングと発信
• 自己収集のリスニング 音読素材の性格付けと教育目標自己収集のリスニング、音読素材の性格付けと教育目標
との整合性

• 書く能力、スペリング能力とリスニング能力の相関
よる相補的向上• peer evaluationによる相補的向上

• 教員、TAの介在:  対面式授業とPCベース訓練
同期性と非同期性同期性と非同期性
オン・デマンドの光と影



音読ソフトを巡る大きなポイント音読ソフトを巡る大きなポイント

「音読 のモデル音声と学習者産出音声の評価「音読」のモデル音声と学習者産出音声の評価：

モデルとなる自然音声の有無

評価基準(モデル)としての合成音声の場合：評価基準(モデル)としての合成音声の場合：
単語単位のマッチング?  チャンク単位?
suprasegmentalな現象を「SpeaK!」はどこまでカバーしsuprasegmentalな現象を「SpeaK!」はどこまでカバ し、

評価の際のマッチングを行っているのか?
人間の評価者間の揺れを考慮すると、一定の評価指標人間の評価者間の揺れを考慮すると、 定の評価指標

としては評価できる。

(これ以外に、自己収集素材英文の難易度(レベル)判定の
問題あり)



さまざまな問題点と課題さまざまな問題点と課題

ハ ドウ ア的問題 ( ドセ ト 内蔵メモリ)• ハードウェア的問題 (ヘッドセット、内蔵メモリ)

• ソフトウェア的(インターネット通信)の問題 (Guardian Controller)

• セキュリティと学習者認証の問題 (¥kyozai¥pubへの書き込み)セキュリティと学習者認証の問題 (¥kyozai¥pubへの書き込み)

• 試験等における信頼性
• 学習者間評価の導入の困難さ
• 成績評価への反映
• クラスサイズと学生のcomputer literacy

CALLは学習者は支援(assist)しても教員を支援しないのか?

• セメスタｰ(14，15回)授業回数の問題
その他• その他

質疑応答と意見交換、来年度からの英語教育改革に向けて
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質疑応答と意見交換
(来年度からの英語教育改革に向けて)

活発なご議論を活発なご議論を…
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